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2024（令和６）年度 
「御同朋の社会をめざす運動」（実践運動）人権啓発推進僧侶研修会開催報告一覧

研修課題
　①み教えと差別の現実について
　②感染症・ハンセン病と差別問題について
　③過去帳又はこれに類する帳簿の取扱について
　④組が独自に設定する人権・差別問題について

№ 組　名 開催日 研修時間 会場 研修
課題

参加者
合計

参加
寺院数 講師 研修講題

１ 天野南 11月26日 ２時00分 堺市文化会館 ① 13 ８ 直海　玄哲 観経所説「是旃陀羅」をめぐって
２ 天野北 12月２日 11時00分 長島愛生園 ② ６ ６ 長島愛生園  学芸員 ハンセン病差別の問題を
３ 石川南 未　開　催
４ 石川北 未　開　催
５ 川　北 未　開　催
６ 河中南 ２月19日 ２時00分 光専寺 ① 21 12 − 「み教えと差別の現実」について
７ 河中北 未　開　催
８ 茨　田 未　開　催
９ 讃　良 12月10日 １時30分 津村別院 ③ 13 10 野世　真隆 過去帳又はこれに類する帳簿の取扱について

10 交　野 １月19日 １時00分 誓願寺 ④ 30 25 岩田　公子 「児童虐待や子共の貧困について」
～最近の保育・子育て事情

11 島上西 12月17日 ２時00分 因光寺 ④ 15 13 鶯地　清登 貧困の克服に向けて～心の貧困について
12 島上南 ２月12日 ２時10分 正覚寺 ④ 14 13 猪瀬　優理 性差別にとらわれない生き方ができる社会へ
13 島上北 未　開　催
14 島中南 10月７日 ２時45分 光蓮寺 ① 17 14 加藤　真悟 差別の現実～「実感」と「実態」～
15 茨木東 12月17日 １時30分 成田屋 ① 19 14 高島　幸博 経典における差別用語
16 茨木西 ６月30日 １時30分 善永寺 ④ 11 11 塚田　博教 人はなぜマウントを取りたがるのか

17 島　下 ６月17日 ３時00分 光徳寺 ④ 44 17 直海　玄哲 千鳥ヶ淵全戦没者追悼法要参拝に向けて②（全２回）
～日中戦争と本願寺～

18 豊島南 ３月14日 ２時00分 弘誓寺 ④ ８ ８ 武田　達城 人権とは
19 豊島北 未　開　催
20 大鳥南 ３月５日 １時55分 因念寺 ① 10 ８ 喜多　唯信 み教えと差別の現実について

21 大鳥北 ３月３日 １時10分 堺別院 ① 14 13 − 「み教えと差別の現実について」
必須・基本編「旃陀羅～経典をどう読むか」

22 三　郡 ２月13日 ２時45分 浄行寺 ④ 22 18 − 人権啓発および寺族研修会
23 南　郡 ９月９日 １時35分 最勝寺 ① 21 21 喜多　唯信 み教えと差別の現実
24 日　根 未　開　催
25 茅　渟 １月29日 ２時00分 泉の森ホール ④ 12 12 喜多　唯信 平和について
26 大阪東 12月３日 ２時00分 津村別院 ① 14 11 岩本　智依 み教えと差別の現実
27 大阪西 12月３日 ２時00分 津村別院 ① ８ 10 岩本　智依 み教えと差別の現実
28 大阪南 12月２日 １時30分 徳浄寺 ① 22 15 岩本　智依 み教えと差別の現実
29 大阪北 12月３日 ２時00分 津村別院 ① 14 14 岩本　智依 み教えと差別の現実
30 中島東 ２月４日 ２時30分 瑞松寺 ① 14 12 直海　玄哲 旃陀羅問題について
31 中島西 未　開　催
32 中　島 未　開　催
33 榎　並 11月28日 ２時00分 浄願寺 ④ 18 16 保田　正信 現実の課題としての性の多様性について
34 東　成 10月11日 ２時00分 光明寺 ① 25 16 岩本　智依 み教えと差別の現実
35 東住吉 ２月25日 ２時00分 圓明寺 ② 11 11 戸川　教宏 分断から共生へ　親鸞聖人の神祇観をヒントとして
36 住　吉 ９月１日 １時30分 津村別院 ④ ８ ８ 神戸　　修 本願寺教団と部落差別　～江戸期～
37 西　成 12月14日 １時20分 松向寺 ④ 26 16 蕚　　慶典 「貧困」の定義をふまえて実践へ
38 西淀川 未　開　催
39 此　花 未　開　催
40 阿倍野 未　開　催
41 臨　港 12月３日 ２時00分 津村別院 ① 10 10 岩本　智依 み教えと差別の現実

合　計 460 362 開催組 28組　　未開催組 13組


